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論文内容要旨
近年,歯冠補綴の分
る。しかし,鞠材は
応用した歯冠補綴物
 善されてきた。
陶材を応用した歯冠
れてきた。特に有限
そこで,支台歯から
 臨床的破折を十分説閉できる結果は得られなかった。
今回,これまでの解
状態に注目したモデルと境界条件を潤いた三次
すなわち,接着性の
それぞれ独立し,境
 には,冠・セメント・支台は連続体として解析を行った。
解析対象は,リン酸
した全部陶材冠と,
 結果は解析モデルと同じ構造・寸
解析の結果接着性の
力が発生し,全部陶
した傾角であった。
よって裏打ちされていることによって破折しないこ
一方,接着性レジン
 応力に沿って陶材が破折する可能性が示された。
いずれの解析結果も
 折と良い一致を示した。
このことから今回尾
 方法が有効であることがわかった。
本研究の成果は,各
症を判定したり,補
を行うといった,陶材応用冠の最適設計についての可
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審査結果要旨
 審美性を要求される歯冠補綴において,陶材は色調再現性,材料安定性,生体適合性,耐摩耗性,
 耐久性等に優れ,現時点において最良の前装用紡料である。
 陶材を応篤した歯冠補綴物の代表的なものに全部陶材冠および陶材焼付前装鋳造冠がある。全部
 陶材冠は,陶材単体で構成されているために陶材の長所がそのまま反映され非常に審美的に優れて
 いるが,物理的に脆く破折の危険性が大きい。一方,陶材焼付前装鋳造冠は全部陶材冠に比較して
 非常に大きな強度を示すが,審美的には全部陶材冠に劣る。そこで,破折しにくい全部陶材冠およ
 び,審美性に重点をおいた陶材焼付前装鋳造冠の開発・設計が待ち望まれる。
 構造物の強化には,主に応力の発生を抑える方法,構成する材料の強度を強くする方法,その両
 方を組み合わせて応力の集中する部位を強度の強い材料で補強する方法がある。
 いずれの方法を用いて強化を行う場合でも,陶材応胴冠および支台歯の複合体のどの部位にどの
 ような種類,大きさの応力が発生しているか知ることが重要である。そのために過去において数多
 くの陶材応用冠に関する応力解析が行われてきたが,それぞれ一長一短があり陶材応用冠内部の応
 力状態を的確に示しているとは言えなかった。特に接着性を有さない従来型のセメントを胴いて装
 着したことを想定した場合の解析結果は,実際の破壊例と一致していなかった。
 この不一致の原因として,従来の応力解析のモデルでは,セメントと他の材料の界面における境
 界条件を…切考慮していなかったことが考えられる。
 そこで本研究では,セメントと冠および支台の界面の接食性を考慮して,それぞれを独立したも
 のと扱って解析を行い,その結果,従来得ることが嶺来なかった実際の臨床破折例や破壊試験に近
 似した結果を得ることができた。
 次いで,このモデル化手法を応胴して,従来型のセメントおよび接着性レジンセメントで装着し
 た全部陶材冠,および従来型のセメントにて装着した陶材焼付前装鋳造冠の応力解析を行った。そ
 の結果,従来の解析では判明しなかったセメントの接着性の有無が,全部陶材冠の臨床的破壊強度
 に影響を及ぼす理由を力学的に証閉した。また,陶材焼付前装鋳造冠が大きな破壊強度を持つ理由
 を初めて解析的に説明した。
 本研究の結果,従来経験的に言われてきた陶材応用冠の強度に関して多くのことを説明し,将来
 的に十分な破壊強度を持ち,より審美的な陶材応用冠の最適設計の可能性を示し,今後の歯科医学
 ・歯科審美の分野に対して貢献度が高いと考えられる。よって本論文は,博士(歯学)の授与に値
 するものと判定される。
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